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令
和
４
年
５
月
、
に
か
ほ
市
は
Ｔ

Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
、
市
内
農
業
法
人
・

株
式
会
社
権
右
衛
門
、
農
機
具
メ
ー

カ
ー
・
井
関
農
機
株
式
会
社
、
自
動

抑
草
ロ
ボ
ッ
ト
(
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
)

開
発
企
業
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
(
旧
名
有
機
米
デ
ザ
イ
ン
株
式

会
社
)
の
５
者
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
農

機
を
活
用
し
た
環
境
負
荷
の
低
い
水

稲
の
営
農
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
農
家

の
所
得
を
押
し
上
げ
地
域
貢
献
を
目

指
す
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
に
か
ほ
ス

マ
ー
ト
農
業
研
究
会
、
秋
田
県
由
利

地
域
振
興
局
か
ら
も
協
力
を
得
て
実

証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
ま
で
の
実
証
結
果
と
し
て
、

使
用
で
き
る
ほ
場
に
一
定
の
条
件
は

あ
る
も
の
の
、
省
力
化
を
図
っ
た
う

え
で
十
分
無
農
薬
で
の
栽
培
は
可
能

と
い
う
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
に
向
け
て
教
科
書
等
を
編
集
・
出
版
し
て
い
る
東
京
書
籍
株

式
会
社
が
今
春
発
行
し
た
中
学
校
技
術
・
家
庭
(
技
術
分
野
)
の
教

材
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
最
先
端
技
術
の
活
用
と
関
係
者
間
の
協
力

関
係
構
築
に
よ
っ
て
地
域
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
事
例
と
し
て
、

全
国
の
中
学
生
に
本
市
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
市
内
の
農
業
者
６
４
０
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
有
機
栽
培
や

本
取
り
組
み
に
対
し
、
１
０
４
人
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

有
機
農
業
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
意
見

が
多
く
、
一
番
の
課
題
は
手
間
を
か
け
ら
れ
な

い
か
ら
と
い
う
回
答
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
が
、
最
先
端
の
技
術
が
課
題
解
決
の
突
破
口

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
象
潟
前
川
地
区
の
基
盤
整
備
田
を

は
じ
め
と
す
る
市
内
各
地
で
実
証
実
験
を
行
い

ま
す
。
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
頃
ま
で
ア
イ

ガ
モ
ロ
ボ
が
航
行
、
実
証
ほ
場
の
場
所
は
市
の

公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
が
５
者
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
最

終
年
度
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
田
ん
ぼ
で
活
躍
す

る
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
に
は
走
行
性
能
や
除

草
性
能
が
向
上
し
た
、
新
型
の
ア
イ

ガ
モ
ロ
ボ
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
、
６
年
度
に
は
実
証

ほ
場
で
採
れ
た
無
農
薬
サ
キ
ホ
コ
レ

を
小
中
学
校
や
保
育
園
・
こ
ど
も
園

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

に
か
ほ
市
の
素
晴
ら
し
い
田
園
環

境
を
次
世
代
に
残
し
た
い
と
い
う
農

家
の
方
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
美
味
し

い
お
米
を
食
べ
て
、
こ
ど
も
達
も
環

境
保
全
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
　

農
業
振
興
班

☎
３８
・
４
３
０
３

▲今年発売の新型アイガモロボ。

　スクリューによる航行からブラシの

　回転による走行に改良。

▲令和７年度版「新編 新しい技術・家庭 学習ノート」の巻頭特集に掲載。市内図書館で閲覧可。

販売先が確保できない

現状で手一杯でこれ以上手間をかけられない

もっと販売額が高くないと見合わない

病害虫防除、水管理等で周囲の農業者との折り合いが困難

乾燥、調整設備等がなく自前で出荷できない

年齢的な理由で新たな取り組みが困難

必要な資材・機材の導入にお金がかかる

有機栽培の知識・技術が足りない

補助金等もっと行政のサポートが必要

ＪＡ等での組織的・積極的なサポートが必要

その他

■有機農業等の環境に配慮した営農について、積極的に
　実施している
■出来上がった営農モデルを見てから実施の検討を
　したい
■環境保全の必要性は感じるが、自分で実施する
　にはハードルが高い
■当地域において、有機農業等はそぐわない
■その他

▲園児がおにぎり作りに挑戦。

　楽しくおいしくいただきました。
▲今年度は協定の最終年度。関係者一同、力を合わせてがんばります。

▲甘くてモチモチしていると大好評。

　おかわり殺到で完食しました。
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　アイガモロボは太陽光発電により、ほ場内を自由航行、雑草の光合成を抑制

することで、有機栽培において一番手間のかかる雑草対策の省力化に有効です。


